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　仙南地域幼少年婦人防火委員会の主催による、防火ポスターコンクールが開催されました。
　このコンクールは、優れた作品を火災予防運動期間中や消防のイベント開催時等に展示して防火
ＰＲに活用し、防火思想の普及を図ることを目的に昭和５４年から行われています。
　今回は、仙南２市７町の小学校４４校から１５８点の応募がありました。
　どの作品も、火の恐ろしさや、火災予防の大切さを伝える素晴らしい作品でした。
　審査の結果、最優秀賞（仙南地域広域行政事務組合理事長賞）には、
　　　道山朝日さん（白石市立白石第二小学校）の作品が選ばれました。( 上図 )
　優秀賞に入選された方は下記のとおりです。（敬称略）

第 29 回防火ポスターコンクール

第　

回
防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
（
左
図
）

２９
最
優
秀
賞
（
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
理
事
長
賞
）

　
　

道 
山 
朝 
日 
さ
ん
（
白
石
市
立
白
石
第
二
小
学
校
）

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
も
う
設
置
し
ま
し
た
か
？�

設
置
は
平
成
20
年
５
月
31
日
ま
で
で
す
。�

火災から大切な命を守るため！�

●宮城県大河原地方振興事務所所長賞　　　　
　　　丸森町立丸森小学校　　　　　佐藤　魁斗
●仙南地域広域行政事務組合消防長賞　　　
　　　柴田町立柴田小学校　　　　　佐藤　恭永
●仙南地域広域行政事務組合教育委員会教育長賞
　　　白石市立白石第一小学校　　　氏家明香咲
　　　蔵王町立永野小学校　　　　　菅野　那菜
　　　柴田町立船岡小学校　　　　　藤原　沙知
●宮城県消防協会仙南支部支部長賞
　　　丸森町立丸森小学校　　　　　斎藤　　茜
　　　柴田町立船迫小学校　　　　　田村彩也香
　　　川崎町立碁石小学校　　　　　眞幡紗希子

●仙南地域幼少年婦人防火委員会会長賞
　　　白石市立白石第一小学校　　日下　日記
　　　七ケ宿町立関小学校　　　　小野　実咲
　　　角田市立藤尾小学校　　　　大坪　敏巳
　　　柴田町立槻木小学校　　　　鈴木　　茜
　　　大河原町立金ヶ瀬小学校　　佐藤　稚尋
●仙南地方危険物安全協会会長賞
　　　白石市立白石第一小学校　　針生　愛理
　　　白石市立白石第一小学校　　平間　里佳
　　　丸森町立大内小学校　　　　加藤　亜耶
　　　柴田町立槻木小学校　　　　砂金　彩香

賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
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★
適
切
な
初
期
消
火
に
よ
り
、丸
森
町
内

の
建
物
火
災
の
延
焼
拡
大
を
未
然
に
防
い

だ
と
し
て
、角
田
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

★
火
災
は
、昨
年　

月　

日
午
後
５
時　

１１

２３

４０

分
頃
自
宅
に
い
る
と
、近
く
の
住
人
か
ら

火
災
の
電
話
が
あ
り
、直
ち
に
自
宅
か
ら

持
参
し
た
水
バ
ケ
ツ
で
水
を
汲
み
上
げ
消

火
し
、大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

★
表
彰
を
受
け
た
舩
山
喜
一
さ
ん（
写
真
・

右
か
ら
２
番
目
）、菊
地
明
さ
ん（
写
真
左

か
ら
２
番
目
）、舩
山
洋
二
さ
ん
の
３
人
。

初
期
消
火
に
協
力

初
期
消
火
に
協
力

角
田
消
防
署
長
か
ら
感
謝
状

平
成　

年
度

１９

防
火
・
防
災
作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

佳
作

　

北
角
田
中　

寺
井
結
香 
さ
ん

★
生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済
会

が
、地
域
の
消
防
団
員
と
子
供
た
ち
が
、身

近
な
触
れ
合
い
や
活
動
・
体
験
を
通
し
て
、

地
域
と
消
防
団
と
の
関
わ
り
を
一
層
深
め

な
が
ら
、防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
、全
国
の
中
学
生
を
対

象
に
、防
火
・
防
災
に
関
す
る
作
文
を
募
集

し
ま
し
た
。

　

全
国
多
数
の
応
募
の
中
か
ら
、角
田
市

立
北
角
田
中
学
校
３
年
生
の
寺
井
結
香
さ

ん
が
、佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

　

先
日
、宮
城
県
消
防
協
会
熊
坂
仙
南
支

部
長
よ
り
、本
人
に
表
彰
状
及
び
記
念
品

を
伝
達
し
ま
し
た
。　

左から宮城県消防協会仙南支部熊坂支部長

　 寺井結香さん、北角田中学校渋谷校長

林
野
火
災
を
防
ご
う　
!!

　

森
林
は
、地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、酸
素
を
供
給
す
る
と

い
う
、私
た
ち
の
暮
ら
し
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
そ
の
貴
重
な
森
林
を
一
瞬
の

う
ち
に
消
失
さ
せ
る
災
害
で
す
。そ
の
多
く
は

ち
ょ
っ
と
し
た
火
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
が
原

因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
冬
も
里
山
に
は
雪
は
少
な
く
、空

気
が
乾
燥
し
、林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
く

な
っ
て
い
ま
す
。火
気
の
取
り
扱
い
に
は
十
分

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

【
林
野
火
災
発
生
条
件
】

１　

枯
葉
が
地
上
に
積
も
っ
て
い
る
。

２　

季
節
風
が
吹
く
。

３　

下
草
も
枯
れ
て
い
る
。

も
し
、
あ
な
た
の
大
切
な
人

　

ま
わ
り
の
人
が
急
に
倒
れ
た
ら
！

　

そ
ん
な
時
に
役
立
つ
の
が
、人
工
呼
吸

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
止
血
な
ど
の
応
急
手

当
で
す
。

　

「
上
級
救
命
講
習
会
」は
、８
時
間
コ
ー

ス
の
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

是
非
、応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

　

平
成　

年
度
の「
上
級
救
命
講
習
会
」

２０

は
、左
記
の
日
程
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
対
象
者

　

仙
南
圏
域
に
お
住
ま
い
か
勤
務
す
る
方

◆
テ
キ
ス
ト
代　

１
２
５
円

◆
会　

場　

　

仙
南
広
域
消
防
本
部
３
階
講
堂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
大
河
原
町
）

◆
申
し
込
み
方
法

　

各
消
防
署
・
出
張
所
の
申
し
込
み
用
紙

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。早
め
に
募
集
人

員
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、電
話
確
認
の

う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、３
時
間
コ
ー
ス
の「
普
通
救
命
講

習
会
」に
つ
い
て
は
、最
寄
の
消
防
署
・
出

張
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受付期間
募集
人員

時間実　施　日

５/１２�～１７日�

８/１１�～１６日�

１１/１０�～１５日�

２/９�～１４日�

毎回

２０人

午前
９時
から
午後
５時
まで

 ５/２８� ５/２９�

 ８/２７� ８/２８�

 １１/２６� １１/２７�

 ２/２５� ２/２６�

いのちをつなげよう！　上級救命講習会のお知らせ

白石消防署　　0224 ー 25 ー 2259　　白石消防署蔵王出張所　　0224 ー 33 ー 2011　　白石消防署七ヶ宿出張所　0224 ー 37 ー 2100

角田消防署　　0224 ー 63 ー 1011　　角田消防署丸森出張所　　0224 ー 72 ー 1244　　柴田消防署　　　　　　　0224 ー 55 ー 2012

大河原消防署　0224 ー 52 ー 1136　　大河原消防署村田出張所　0224 ー 83 ー 2408　　大河原消防署川崎出張所　0224 ー 84 ー 2370
問い合せ：

４　

積
雪
量
・
降
雨
量
少
な
い
。

５　

野
山
に
入
山
す
る
方
が
増
え
る
。

６　

農
耕
等
の
た
め
火
入
れ
を
行
う
機
会
が

増
加
す
る
。

　

人
的
失
火
に
よ
る
林
野
火
災
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

【
失
火
防
止
の
た
め
の
注
意
点
】

１　

枯
草
な
ど
が
あ
る
、火
災
が
起
こ
り
や
す
い

場
所
で
は
、た
き
火
を
し
な
い
こ
と
。

２　

喫
煙
は
、指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
い
、吸
い

殻
は
確
実
に
消
し
、投
げ
捨
て
な
い
こ
と
。

３　

火
を
使
う
場
合
は
、周
辺
に
燃
え
や
す
い
も

の
が
な
い
か
を
よ
く
注
意
し
、消
火
用
の
水
な
ど

を
必
ず
用
意
す
る
こ
と
。

４　

強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
な
ど
が
発
令

さ
れ
て
い
る
場
合
は
、火
気
の
使
用
は
控
え
る
こ

と
。

５　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
火
を
使
用
す
る
場
合

に
は
、指
定
さ
れ
た
場
所
で
行
い
、そ
の
場
所
を

離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　

林
野
火
災
の
大
部
分
は
、皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。か
け

が
え
の
な
い
貴
重
な
森
林
を
守
る
た
め
、皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
致
し
ま
す
。

平
成　

年
度
山
火
事
予
防
標
語

２０

『
山
火
事
は　

地
球
の
未
来
も

　
　
　
　
　
　
　

燃
や
し
ま
す
』
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【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
講
座
】

◇
日
時　

第
１
回　

６
月
１
日（
日
）

　
　
　
　

第
２
回　

７
月
６
日（
日
）

　
　
　
　

第
３
回　

７
月　

日（
日
）

１３

　
　
　
　

第
４
回　

８
月
４
日（
月
）

　
　
　
　

第
５
回　

８
月
５
日（
火
）

　
　
　
　

第
６
回　

８
月　

日（
日
）

２４

　
　
　
　

第
７
回　

８
月　

日（
日
）

３１

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◇
内
容
：
ス
ラ
イ
ド
の
作
成
、編
集
・
イ
ラ
ス

ト
や
図
形
の
作
成
、編
集
等
視
聴
覚
教
材

制
作
に
必
要
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
知

識
・
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

◇
対
象
：
圏
域
に
お
住
ま
い
か
勤
務
し
て
い
る

方
で
、ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
操
作
・
文
字
入
力

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
確
実
に
出
来
る
方

�
�

�
�
�
�
�
�

◇
定
員
：
６
名

■
場
所
：
視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

■
受
講
料
：
無
料

■
申
込
：
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
及
び
受
講
す
る
講
座
名
、

�
�

�
�
�
�
�
�

返
信
表
面
に
申
込
者
の
住
所
と
氏
名
を
記

入
し
、視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
に
お
申
込
く

だ
さ
い
。往
復
は
が
き
一
枚
に
つ
き
一
講
座

の
申
し
込
み
で
す
。

■
締
切
：
第
１
回
は
、５
月　

日（
金
）（
当

�
�

�
�
�
�
�
�

１６

日
消
印
有
効
）第
２
回
・
第
３
回
は
、６
月

�
�

�
�
�
�

�
�
�

　

日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）第
４
回
・
第

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２０５
回
は
、７
月　

日（
金
）（
当
日
消
印
有

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１８

効
）第
６
回
・
第
７
回
は
、８
月
８
日（
金
）

�
�

�
�

�
�
�
�
�

（
当
日
消
印
有
効
）な
お
、応
募
多
数
の
場

�
�

�
�
�
�
�
�

合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す
。

【　

ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習
会
】

１６

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、　

ミ
リ
映
画

１６

の
感
動
を
多
く
の
方
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
し
ま
す
。

　

講
習
会
を
修
了
さ
れ
た
方
に
は
認
定
証
が

交
付
さ
れ
、当
セ
ン
タ
ー
に
あ
る　

ミ
リ
映
画

１６

フ
ィ
ル
ム
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、圏
域
に
お

住
ま
い
か（
高
校
生
以
上
）、勤
務
し
て
い
る
方

で
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

◇
日
時　

第
１
回　

７
月
２
日（
水
）

　
　
　
　

第
２
回　

７
月
３
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

※
各
１
日
講
座
で
す

◇
申
込
方
法
：
受
講
希
望
日
を
１
日
選
び
、

６
月　

日（
水
）ま
で
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

２５

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
講
座
】

◇
日
時　

第
１
回　

８
月
６
日（
水
）

　
　
　
　

第
２
回　

８
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
ま
で

◇
内
容
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
の
操
作
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
作
成
、画

像
や
表
の
挿
入
等
視
聴
覚
教
材
制
作
に
必

要
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
つ
い
て
の
応
用

的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
し
ま
す
。

◇
対
象
：
圏
域
に
お
住
ま
い
か
勤
務
し
て
い
る

方
で
、ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
操
作
・
文
字
入
力

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
確
実
に
出
来
る
方

�
�

�
�
�
�
�
�

◇
定
員
：
６
名

■
受
講
料
：
無
料（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
、１
、５
７
５
円
）

■
申
込
：
往
復
は
が
き
の
往
信
裏
面
に
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
及
び
受
講
す
る
講
座
名

�
�

�
�
�
�
�
�

を
記
入
し
、返
信
表
面
に
申
込
者
の
住
所

�
�

�
�
�

と
氏
名
を
記
入
し
、視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

に
お
申
込
く
だ
さ
い
。往
復
は
が
き
１
枚
に

つ
き
１
講
座
の
申
し
込
み
で
す
。

■
締
切
：
７
月　

日（
金
）（
当
日
消
印
有

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

１８

効
）な
お
、応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と

�
�な

り
ま
す
。

【
ビ
デ
オ
編
集
講
座
】

◇
日
時　

第
１
回　

８
月　

日（
火
）

１９

　
　
　
　

第
２
回　

８
月　

日（
水
）

２０

　
　
　
　

第
３
回　
　

月　

日（
月
）

１０

２０

　
　
　
　

第
４
回　
　

月　

日（
火
）

１０

２１

　
　
　
　

第
５
回　
　

月　

日（
水
）

１０

２２

　
　
　
　
　
　

※
各
１
日
講
座
で
す

◇
内
容
：
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
し
て
ノ
ン
リ
ニ
ア
ビ

デ
オ
編
集
シ
ス
テ
ム
の
基
本
操
作
・
実
技

（
編
集
）

◇
対
象
：
圏
域
に
お
住
ま
い
か
勤
務
し
て
い
る

方
で
、ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
の
操
作
・
文
字
入
力

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

が
確
実
に
出
来
る
方

�
�

�
�
�
�
�
�

◇
定
員
：
４
名（
各
１
日
４
名
ま
で
）

■
申
込
：
受
講
希
望
日
を
１
日
選
び
、第
１

回
・
第
２
回
は
、８
月
８
日（
金
）ま
で
、第
３

�
�

�
�
�
�
�
�
�

回
・
第
４
回
・
第
５
回
は
、　

月　

日（
金
）ま

１０

１０

で
、お
申
込
下
さ
い
。

　

去
る
２
月　

日
・　

日
の
２
日
間
、
え
ず

１６

１７

こ
ホ
ー
ル
で
Ａ
Ｚ
９
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ

第　

回
公
演
「
少
年
少
女
図
鑑
〜
僕
た
ち
は

１５
理
科
室
か
ら
旅
に
出
る
〜
」
本
公
演
が
上
演

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
２
日
・
３
日
に
蔵
王
町
ご
ざ
い
ん

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
地
域
公
演
で
好
評
を
頂

い
た
作
品
を
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
た

今
回
の
公
演
で
は
、
薬
品
や
標
本
、
フ
ラ
ス

コ
や
ビ
ー
カ
ー
に
扮
し
た
ア
ク
タ
ー
ズ
メ
ン

バ
ー
達
が
大
ホ
ー
ル
を
所
狭
し
と
歌
い
踊
り
、

遺
伝
子
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ
る
人
類
の
歴
史

に
ま
で
広
が
る
世
界
を
ス
テ
ー
ジ
上
に
描
き

出
し
ま
し
た
。来
場
頂
い
た
七
百
五
十
人
を

超
え
る
皆
さ
ん
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
を
頂
戴

し
、
無
事
公
演
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

A
Z
9
ジ
ュ
ニ
ア
・
ア
ク
タ
ー
ズ

「
少
年
少
女
図
鑑
」

第１５回

公　演

仙
南
か
ら
出
品
の
９
作
品
全
国
へ

　

平
成　

年
２
月　

日
宮
城
県
図
書
館
に
お

２０

１６

い
て
、平
成　

年
度
宮
城
県
自
作
視
聴
覚
教
材

１９

コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、県
内
か
ら　

作
品
が
出
品

２９

さ
れ
、　

作
品
が
入
賞
し
、仙
南
地
区
か
ら
出
品

２５

さ
れ
た
９
作
品
は
す
べ
て
入
賞
と
い
う
快
挙
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
左
記
の
と
お
り
で
、９
作
品
が

全
国
大
会
に
出
品
し
ま
す
。

学
校
教
育
録
画
部
門

優
秀
賞「
職
人
の
技　

下
駄
づ
く
り
」

　

大
河
原
町
立
大
河
原
南
小
学
校

　
　
　
　

視
聴
覚
教
育
部　
　

齋
藤　

和
志

奨
励
賞「
蔵
王
の
自
然　

カ
ブ
ト
ム
シ
の
一
生
」

　
  
蔵
王
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

池
田　

尚
人

社
会
教
育
録
画
部
門

最
優
秀
賞「
宮
城
野
・
信
夫
仇
討
ち
物
語
」

　

大
河
原
町
教
材
制
作
グ
ル
ー
プ　

大
浦　

利
昭

優
秀
賞「
火
山
灰
っ
て
ど
ん
な
も
の
？
〜
金
ヶ
瀬

　
　

放
課
後
子
ど
も
教
室
夏
休
み
の
活
動
か
ら
〜
」

　

大
河
原
町
金
ヶ
瀬
公
民
館　

角
田
真
由
美

学
校
教
育
ス
ラ
イ
ド
・
Ｔ
Ｐ
・
紙
芝
居
部
門

最
優
秀
賞「
東
北
に
来
た
源
頼
朝

　
　
　
　
　
　

〜
文
治
五
年
奥
州
合
戦
〜
」

　

村
田
町
立
村
田
第
二
小
学
校　

鈴
木　

哲
也

優
秀
賞「
川
の
よ
ご
れ
か
ら
学
ぶ
」

　

角
田
市
立
枝
野
小
学
校　
   
大
脇　

賢
次

社
会
教
育
ス
ラ
イ
ド
・
Ｔ
Ｐ
・
紙
芝
居
部
門

優
秀
賞「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

　
　
　
　
　
　

〜
長
距
離
移
動
の
ひ
み
つ
〜
」

　

大
河
原
町
自
作
視
聴
覚

　
　
　

教
材
制
作
グ
ル
ー
プ　
 
及
川　

義
行

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
習
ソ
フ
ト
部
門

優
秀
賞「
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
Ｗ
ｅ
ｂ
教
材

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
デ
ン
キ
マ
ン
〜
」

　

白
石
市
立
福
岡
小
学
校

　
　
　
　

情
報
教
育
研
究
部　

平
間　
　

晃

奨
励
賞「
だ
い
ち
く
ん
〜
火
山
編
〜
」

　

白
石
市
立
白
石
第
二
小
学
校　

渡
部　
　

敬

 
宮
城
県
自
作
視
聴
覚
教
材

　
　
    
コ
ン
ク
ー
ル
結
果
発
表

　
　

仙
南
か
ら
９
作
品
全
国
へ

申し込み・問い合わせ：〒 989 ー 1264　　大河原町字新青川 １－１　　　　　　　　　　　  T E L 　0224 ー 52 ー 3433
　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　仙南地域広域行政事務組合視聴覚教材センター　　FAX　0224 ー 51 ー 3141

視 聴 覚 教 材 セ ン タ ー か ら 各 種 講 座 受 講 者 募 集

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくさささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場ああああああああああああああああああああありりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりがががががががががががががががががががががとととととととととととととととととととととうううううううううううううううううううううごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごござざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。たくさんのご来場ありがとうございました。

�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
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蔵王町農林観光課　� 0224-33-2215　　七ヶ宿町産業振興課　� 0224-27-2177　　大河原町産業振興課　� 0224-52-2659

川崎町　� 0224-84-2111　　丸森町　� 0224-72-2111

444444444月月月月月月月月月おおがわら桜まつり 　　大河原町
　４月５日（土）～２０日（日）
　白石川右岸河川敷公園
　大河原町の中心を流れる白石川の
堤に延々 8kmにわたり咲き誇る「一
目千本桜」。
　まつり期間中には、夜桜ライトアッ
プや屋形船の運航などが楽しめます。
　問合せ（大河原町産業振興課 0224-53-2659）

卯月の碧水園茶会 　　　　白石市
　4月１３日（日）１０時～１５時　　碧水園茶室　
　毎月の碧水園茶会の一つ。庭の彼岸桜を愛でながら、一服いかが
ですか？（裏千家、お茶券：４００円）
　問合せ（白石市古典芸能伝承の館　碧水園　０２２４-２５-７９４９）

片倉家中武家屋敷旧小関家

「端午の節句展」　　　　白石市
　4月２６日（土）～ 5月 6日（火・休日）
　片倉家中武家屋敷旧小関家
　　　　　　　（白石市西益岡町）
　端午の節句に因み、五月人形や幟（の
ぼり）を武家屋敷内に展示します。
（入館料：大人２００円、高校生以下１００円）
問合せ（白石市教育委員会博物館建設準備室０２２４‐２２‐１３４３）

神明社　春の祭典 川崎町
　4月下旬　 神明社・川崎町内
　毎年開催される春季例大祭で、お神輿の軽快なお囃子の音が町内
に響き渡ると、周囲の人々が街道に出て町を賑わせます。

菜の花まつり　　　角田市
　4月下旬～ 5月上旬
　阿武隈川右岸河川敷（角田橋北側）
　３．２ｈａの畑には約２５０万本の菜の
花が咲き誇り、晴れた日には青空と残
雪の蔵王連邦、そして黄色い菜の花が
美しいコントラストを作り出します。
（イベント開催日程についてはお問
い合わせください。）
問合せ　菜の花まつり実行委員会
（角田市観光物産協会　０２２４‐６１‐１１９２）

お～い！丸森　スタンプラリー 丸森町
　4月２６日（土）～ 6月 1日（日）　町内農産物直売所
　丸森町内各地区にある農産物直売所グループで買い物をしていた
だいて、5ヶ所のスタンプを集めると豪華特産物ゲットのチャン
ス！天気のいい日は、お買い物の他に気持ちのいいドライブも楽し
めます。
問合せ（丸森町農業創造センター　０２２４-７２-３０２８）

松沢山の火まつり（火渡り） 丸森町
　4月２９日（火）　松沢山光明院
　藩政時代、当町には２１の修験寺院
がありました。修験の精神は今もな
おこの地に息づき、生活や行事の中に
根ざしています。まつりの最後に行
なわれる「火渡り」は、無病息災を願
いながら参列者も火を渡ります。
　問合せ（光明院　０２２４-７９-2515）

白石市民春まつり　「片倉鉄砲隊火縄銃演武」　 白石市
　５月３日（土・祝）１３：３０～（※小雨決行）
　白石城本丸

　毎年恒例の「白石市民春まつり」の人気

イベント。

　白石城本丸で片倉鉄砲隊による火縄銃

演武が披露される。（観覧無料）

問合せ（白石市生涯学習課０２２４‐２２‐１３２７）

第５０回全日本こけしコンクール・地場産品まつり 白石市
　５月３日（土・祝）～５日（月・祝）午前９時～午後５時　　
　白石市文化体育活動センター（ホワイトキューブ）

　全国各地の伝統、新型、創作こけし、

木地玩具、応用木製品など審査・展示・

販売、製作実演、絵付け体験、こけし写

真コンクールの他、地場産品まつりが

同時開催されます。今回は５０回記念大

会という事もあり、特別企画が盛りだ

くさんです。ご家族で楽しめますので、

是非ご来場下さい。（入場無料）

問合せ　全日本こけしコンクール事務局

（白石市商工観光課内０２２４‐２２‐１３２１）

宇宙っ子まつり 　　角田市
　５月５日（月）１０時～１５時３０分
　台山公園

　スペースタワー・コスモハウスが中学

生以下入場無料。ペットボトルロケット

打上げやニジマスつかみ取りなど楽し

い催し物が盛りだくさんです。

問合せ　宇宙っ子まつり実行委員会

（角田市産業経済課内 ０２２４‐６３‐２１２０）

第３７回　丸森いち　　丸森町
　5月１０日（土）、１１日（日）
　丸森町役場前広場とその周辺
　今年で 37回目を迎える「丸森いち」。
地場産品や花木の苗木などの“市”が
立ち並び、大勢のお客様で賑わいます。
会場では、様々なイベントも開催され
ますので、ご家族お誘いあわせのうえ、
ぜひご来場ください。
問合せ（丸森町商工会   ０２２４‐７２‐１２３０）

春の幸まつり　　　　七ヶ宿町
　５月中旬　旬の市七ヶ宿

　春の味覚の山菜や地場産品等を生

産者が自ら販売します。

第３９回北蔵王夏山開き
 　川崎町
　5月中旬　 川崎町・仙人沢
　残雪の残る北蔵王の山と美しい新緑
が魅力の山開きです。
今年のコースは仙人沢コース、豊な蔵
王の自然を自分自身で体験してください。

蔵の町むらた春まつり 　村田町
　5月開催（日未定）村田町内中心部　（白鳥神社、蔵の町並み）
　町内各地の子供神輿が、白鳥神社か
ら約 2時間かけて、町中心部を元気良
く渡御します。
　その他奥州の蛇藤などの巨木があ
る白鳥神社、ツツジが見事な龍島院庭
園、美しい蔵の町並みなどの観光名所
で一斉にミニイベントを開催します。
　また、商工会「春まつり感謝事業」
も同時開催されます。

555555555月月月月月月月月月
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白石市生涯学習課　� 0224-22-1327　　角田市　� 0224-63-2111　　

村田町産業振興課　� 0224-83-6406　　柴田町　� 0224-55-2111　　
お問い合わせ

666666666月月月月月月月月月大道芸フェスティバル in とおがった 蔵王町

　6月 7日 ( 土 )・8日 ( 日 )

　遠刈田温泉蔵王通り特設会場

　遠刈田温泉街のメインストリートで

全国から集る大道芸人の路上パフォー

マンスやストリートミュージックを披

露する楽しいイベントです。

齋理屋敷企画展 丸森町

「押し花作品展」　6月上旬～中旬　齋理屋敷居宅

　自然の色彩が一枚の絵に――。町内

の押し花愛好グループの作品を展示し

ます。

「山野草・水石展」　6月中旬～下旬　

　齋理屋敷工房「四季庵」が癒しの空

間を演出いたします。

問合せ ( 蔵の郷土館齋理屋敷

　　　　　　　　　   　０２２４-７２-6636)

第１６回支倉常長まつり 川崎町

　6月上旬　仙南信用金庫川崎支店前・ 

　　　　　   七十七銀行川崎支店前　

　国際交流の先覚者・支倉常長を称えて、

「支倉常長まつり」を開催しています。

　当日は武者行列や歌謡ショーなど、

沢山のイベントを予定しています。

うめ～梅まつり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角田市

　６月下旬　角田市中央広場

　もぎたての梅の即売会のほか、梅を

利用した特産品や地場産品などの販

売が行われます。梅干種飛ばしゲー

ムなどのイベントもあります。

問合せ：うめ～梅まつり実行委員会

（角田市観光物産協会０２２４‐６１‐１１９２）

おおがわら梅まつり 　大河原町

　6月下旬の日曜日　堤梅団地ほか

　今回で２回目となる「おおがわら梅

まつり」。当日は、自分で梅のもぎ取

りができるほか、量り売りや梅加工

品・野菜の販売など楽しいイベント盛

り沢山です。

問合せ

（大河原町産業振興課 0224-53-2659）

777777777月月月月月月月月月第２７回　阿武隈川いかだ下り大会　角田市・丸森町
　７月２７日（日）　阿武隈川（丸森橋下流河川敷～角田橋下流河川敷）

　自慢のいかだで阿武隈川の流れを満喫してみませんか？

　タイムレース部門のほか、仮装アイディア部門には毎年趣向をこらしたいかだが勢ぞろい。

　どなたでもエントリーできます。

問合せ　阿武隈川いかだ下り大会実行委員会

　　　　　角田市産業経済課内０２２４-63-2120

　　　　　丸森町産業観光課商工観光班 0224-72-3017（　　　　　　　　  ）
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（１）職員の任免に関する状況
合　計労務職消防職行政職区　分
１０人０人１０人０人採　用
７人２人４人１人退　職

組合人事行政の運営等のあらまし
　組合における人事行政運営の公平性や透明性の確保を目的として、主に平成１８年度中における組合人事行政の運営等のあらましをお知らせします。

　なお、詳しい内容については、組合掲示板やホームページ（http://www.az9.or.jp/）において御覧頂けます。

【問い合わせ先】　総務課　TEL ０２２４（５２）２６２８

１　職員の任免及び職員数に関する状況

（２）職員数の状況（平成１９年４月１日現在）
合　計労務職消防職行政職職　種
３０６人３７人１９６人７３人職員数

※職員数は、毎年度総務省に報告する「地方公共団体定員管理調査」の数値です。

※採用は平成１９年４月付け、退職は平成１８年度中で、内訳は定年退職が４人、勧奨退職が２人、自己
都合退職が１人です。

（1）平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況（平成１９年４月１日現在）
全　体労務職消防職行政職区　分
３００，９２１円２８８，６８８円３００，９９５円３０２，４６５円平均給料月額
３７４，５２７円３３７，７３２円３８７，１３２円３５９，３３３円平均給与月額
４２．９４歳５２．６７歳４０．７３歳４３．９３歳平均年齢

２　職員の給与の状況

※平均給与月額は、平均給料月額に管理職手当、扶養手当、

時間外勤務手当等の諸手当を含んだものです。

（2）初任給の状況（平成１８年度）

国の給料仙南広域区　分職　種
１７０，２００円１７０，２００円大学卒

行政職
１３８，４００円１３８，４００円高校卒
１８５，３００円１８５，３００円大学卒

消防職
１５６，２００円１５６，２００円高校卒
１３５，６００円１３５，６００円高校卒労務職

ア　期末・勤勉手当（平成１８年度）
計勤勉手当期末手当支給時期

２．１２５月分０．７２５月分１．４００月分６月期
２．３２５月分０．７２５月分１．６００月分１２月期
４．４５０月分１．４５０月分３．０００月分計

制度上の段階、職務の級による加算措置　　５～ 15％

（３）　手当の状況
イ　他の手当

管理職手当、扶養手

当、住居手当、特殊

勤務手当、時間外勤

務手当等

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（1）勤務時間の状況（行政職）

終了時刻休憩時間開始時刻勤務時間
１７：１５１２：００～１２：４５８：３０８時間

（２）年次有給休暇の取得日数（平成１８年中）
職員一人あたりの平均取得日数

６．８日
※隔日勤務者の消防職員については別に定められています。 ※年間２０日付与、２０日を限度に繰り越し可能です。

（３）　育児休業の取得状況 (平成１８年度 )
合計女性男性
０人０人０人

※取得期間は無給となります。

（４）　そのほかの休暇制度
備考概　　　　　　　要区　分
有給公務上の傷病、結核性疾患、公務外の傷病病気休暇

有給
公民権行使、社会貢献活動、結婚、妊産婦母体保護、産前産後、忌引、夏季休暇、

職務遂行に必要な資格受験等
特別休暇

無給配偶者、父母、子等が傷病により生活を営むのに支障がある者への介護介護休暇
無給職員団体の業務、活動に従事組合休暇

４　職員の分限及び懲戒処分の状況（平成１８年度）

（１）　分限処分の状況
計降格休職免職降任区　　　分
１人０人１人０人０人心身の故障の場合

（２）　懲戒処分の状況

　　　  該当者なし

５　職員の服務の状況（平成１８年度）

（１）　営利企業等従事許可の状況
許可件数区　　　　　　　分
１件報酬を得て事業又は事務に従事する場合

※左記の許可は公共団体等から依頼されたものについて、地方公務員法の規定に基づ

き許可したものです。

６　職員の研修及び勤務成績の評定の状況

（１）　職員の研修の状況（平成１８年度）
参加人数研修数区　分
１８人１０宮城県市町村職員研修所
１７人７宮城県消防学校
１４人９その他の研修実施機関

（２）　勤務成績の評定の状況
評定時期回数区　　分
１２月年１回昇給判定

５月・１１月年２回勤勉手当査定

７　職員の福祉及び利益の保護の状況（平成１８年度）

（１）　健康診断の状況
受検者数区　　分
１７３人定期健康診断
１２７人人間ドック

※左記のほかに脳検診をはじめとする

　各種診断を実施しています。

（２）利益の保護の状況
ア　勤務条件に関する措置の要求の状況　　　０件
イ　不利益処分に関する不服申し立ての状況　０件
※上記については公平委員会の事務を委託している宮城県人事委員会からの報告事項と

なります。
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★組合議員に４氏　　　　　　　  

 保　科　郷　雄 氏 （丸森町議会議長）

 加　藤　宗　郎 氏 （丸森町議会議員）

 村　山　一　夫 氏 （蔵王町議会議長）

 馬　場　勝　彦 氏 （蔵王町議会議員）

� 人　事 �
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一般会計市町別負担金内訳�

白 石 市 �

角 田 市 �

蔵 王 町 �

七ケ宿町

大河原町

村 田 町 �

柴 田 町 �

川 崎 町 �

丸 森 町 �

7億7,753万円�

6億2,899万円�

2億8,001万円�

6,997万円�

6億0,567万円�

2億5,421万円�
8億7,371万円�

1億9,843万円�

3億6,359万円�

仙南芸術文化センター特別会計予算�

仙南芸術�
文化センター費�
1億3,169万円�
（99.3％）�

予備費　100万円（0.7％）�

繰入金�
1億0,989万円�
（82.8％）�

歳入�
1億3,269�

万円�

歳出�
1億3,269�
　　万円�

諸収入　880万円（6.6％）�
繰越金　380万円（2.9％）�

使用料及び手数料　900万円（6.8％）�
事業収入　120万円（0.9％）�

▲救助訓練

消防費

▲仙南芸術文化センター（えずこホール） ▲角田衛生センター

衛生費




